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当院職員へのインフルエンザ罹患に関するアンケート調査
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当院職員のインフルエンザ罹患状況やインフルエン
ザワクチンに対する意識を把握するため今回のアン
ケート調査を実施した。調査では平成１４年秋から１５年
春において当院従業員のインフルエンザワクチン接種
率は４３％であり、インフルエンザ罹患率は６．４２％で
あった。外来患者と接する機会の多い医師・外来看護
師はインフルエンザワクチン接種率が高かったにもか
かわらず罹患率が平均より高かった。また、事務職で
は患者さんに接する機会の多い職種の方が罹患率が高
いことがわかった。
忙しい、面倒、値段が高いという理由から接種を行
わなかった職員が多く見られた。
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緒 言

医療従事者がインフルエンザワクチンを接種する目
的は“ハイリスク者の保護”並びに“医療従事者およ
び施設の利益”の２つであると考えられている。すな
わち医療従事者が施設内にウイルスを持ち込まない、
あるいは施設内での媒介者にならないことで患者さん
を保護すると共に医療従事者の発病防止は、施設に
とっての労働力損失防止にもつながると考えられ
る。１）

当院でも職員にインフルエンザワクチン接種を呼び
かけているが平成１４年秋の接種人数は職員の半数にも
達しなかった。
そこで今回我々薬剤部・呼吸器内科チームでは、職
員のインフルエンザ罹患状況やインフルエンザワクチ
ンに対する意識を把握するため今回のアンケート調査
を実施したので報告する。

対 象 と 方 法

アンケートの実施期間：平成１５年５月１９日～２３日。
アンケート対象者：病理センターと看護学校を含ま
ない当院全従業員の７５３人。
アンケート内容を（図１）に示す。性別・年代・職
種・平成１４年１０月～平成１５年４月までのシーズンにお
けるワクチン接種の有無・インフルエンザの罹患の有
無、ワクチン接種をしなかった理由などの質問に回答
してもらった。

結 果

６８５人の回答が得られ、回収率は９１％であった。
１）回答者の年代別構成（図２）：３０代が一番多く４０
代、２０代の順であった。

２）インフルエンザワクチンの接種率（図３）：６８５
人の中でインフルエンザワクチン接種者は２９４人、
接種率４３％，未接種者が３９１人、未接種率５７％とな
りワクチンを接種していない人の方が多いという結
果となった。
３）インフルエンザ罹患率（図４）：今回のアンケー
トでは受診してインフルエンザと診断された人と受
診していないがインフルエンザの様な症状があった
人を罹患したとみなした。６８５人中インフルエンザ
に罹患したのは４４人、罹患率６．４２％であった。内訳
はインフルエンザワクチンを接種して罹患した人が
２０人、罹患率２．９２％。インフルエンザワクチンを接
種せずに罹患した人が２４人、罹患率３．５０％であっ
た。
４）インフルエンザの年代別罹患率（図５）：３０代が
一番多く５０代、４０代の順となった。３０代の罹患が一
番多いのは年代別構成に一致するという点のほか
に、子育て世代であり幼稚園児や小学生などの家族
からの罹患も多いのではないかと考えられた。
５）インフルエンザ職種別罹患状況（図６）
６）インフルエンザワクチン接種率と罹患率の比較：
インフルエンザ罹患状況とワクチン接種率との関係
を見るために、インフルエンザワクチン接種率の高
い職種と低い職種についてインフルエンザ罹患率を
比較した。（図７）
前述の通り、全体のインフルエンザワクチン接種
率は４３％であり、医師、外来看護師は全体の平均よ
り高い接種率にもかかわらず罹患率も高くなってい
る。これはインフルエンザウイルスに暴露される機
会が高いためと考えられる。
次に栄養科はインフルエンザワクチンの接種率も
高く、また暴露される機会も少ないため罹患がな
かったものと考えられる。
ワクチン接種率の低い職種として事務とリハビリ
科が上げられた。
同じ事務職でも患者さんに接する機会の多い職種
の罹患率が高かった。またリハビリ科も接種率が低
く罹患率も高くなった。
７）インフルエンザワクチンを接種しなかった従業員
について接種しなかった理由を聞いたところ（図
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８）、
・面倒だから。
・忙しかった。
・絶対にかからないとはいえないから。
・副作用が心配だから。
等の回答が得られた。

考 察

・アンケート調査では平成１４年秋から１５年春において
当院従業員のインフルエンザ罹患率は６．４２％であっ
た。
・外来患者と接する機会の多い医師・外来看護師はイ
ンフルエンザワクチン接種率が高かったにもかかわ
らず罹患率が平均より高かった。また、事務職では
患者さんに接する機会の多い職種の方が罹患率が高
いことがわかった。
・インフルエンザワクチン接種率は４３％であった。忙
しい、面倒、値段が高いという理由から接種を行わ
なかった職員が多く見られた。
・今年度は院内感染防止の観点から病院の方針として
全員の接種を勧め接種率の向上を目指している。

今回のアンケート調査の結果をもとに質問内容を検
討し来年再度アンケート調査を実施したいと考えてい
る。
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Abstract
Objective : We carried out a questionnaire investigation
to understand both a state of influenza affection and a
consciousness for influenza vaccine in our hospital. Study
design・Results・Conclusion : The rates of both an in-
oculation and a prevalence were４３％ and６．４２％，respec-
tively, from the autumn in２００２to the spring of２００３．A
high prevalence rate was found in doctors and ambulatory
nurses, having a frequent contact with outpatients, in spite
of their high inoculation rate. As to clerks, a prevalence
rate was highly related to a contact with many outpatients.
There were many staffs without any inoculation because
of their business, its troublesome task, and expensiveness.

Key word : Influenza vaccine, rate of inoculation, rate of
prevalence
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図２ アンケート回答者年代別人数

図３ インフルエンザワクチン接種率（全従業員）

図４ インフルエンザ罹患率（全従業員）

図５ 年代別インフルエンザ罹患率

図６ 職種別インフルエンザ罹患状況

図７ インフルエンザワクチン接種率とインフルエン
ザ罹患率の比較

図８ インフルエンザワクチンを接種しなかった理由
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